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1、はじめに
　2007 年― 2008 年国際金融危機以後の先進国経済の長期にわたる停滞は、
「恐慌の不胎化」政策としての、異常ともおもえる金融緩和政策の継続により、
ますます通貨規律を失いつつあるドル経済と、そのドルに依存した世界経済
の未来展望を暗いものにしている。
　このような時期にこそ、あらためて市場経済や交換経済の制度的意味を問
う作業が必要となる。
　今回は、とくに非貨幣経済、あるいは省貨幣経済の可能性を考えるうえで
重要な領域のひとつとなる、贈与交換に関して、いくつかの命題を仮説的に
提示することで、われわれの課題である「制度設定者のレント」の解明とそ
れをめぐる闘争に関する考察を進める一助としたい。
　主要には、マルセル・モース『贈与論』を基礎に、贈与と市場経済につい
て秀逸な考察を行ってきた松尾秀雄『市場と共同体』（松尾、1999 年）に依拠
しつつ、制度構築という筆者の独自の観点から若干の考察を行う。
　これまでの研究ノート同様、これまでの杉﨑論文から抽出した命題を中心
としており、その細部の検討は不十分な点を残すが、取りあえず議論を整理
するためのものとしてまとめた。細かい注は、今回も省略した。モースの著
作についても原文は参照せず、文庫版を用いた。
〈研究ノート〉
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2、贈与交換をめぐるいくつかの命題
命題 1　贈与には、一方的で無償の贈与と、双務的な贈与交換がある。
　贈与交換は、われわれのいう「人倫の経済」を考察するさいの重要な領域
である。とくに貨幣を媒介しない場合は、贈与物やあるいは無形の行為は、
貨幣価値への還元を想定しつつも、市場において測定された価値尺度からは
切り離されることで、贈り主と贈られた側での相互主観的な価値判断の対
象となる。贈与には精神的・非物質的要素が強く、無償の贈与は「愛情」に、
双務的な贈与交換は「友愛」になぞらえることもできよう。このことはすで
にモースも一部言及している点である。
命題 2　一方的な贈与は制度化を必要としないが、双務性を帯びる贈与交換は、
制度化されることで物質化され、贈与の行為に付着していた精神性は消失する。
　モースも指摘する母親の愛情のごとき一方的贈与は代償を必要としない。
他方で、双務性を帯びた贈与の行為は、異なる価値次元のもとでの価値の不
確定性にさらされ続ける。贈与において提供された贈与物の価値の不確定性
は、返礼という受け手の価値基準により確定される。しかし、その相互主観
的行為は、価値判断を停止したところに成り立つ行為であり、ひとたび客観
的価値基準が導入されれば、相互性・対等性に基礎をおく物質的交換として
の意味を帯びることになる。
　本来、贈与交換において生じる、贈与と返礼との時間差は、贈与するもの
と贈与をうけたものの間に精神的紐帯を生じさせるが、そこで交換される価
値は相互に主観的なもので、制度化することは不可能である。しかし、その
返礼を前提とする贈与交換における二者間の取引は、依然としてその価値基
準は相互に主観的なものであるが、そこに第三者が関与し、価値基準の標準
化を行うことで、客観性が生じ、制度化が可能となる。
命題 3　贈与経済を制度化すると、価値基準を設定する第三者が、「制度設
定者のレント」を獲得する。
　モースが指摘するように本来の贈与交換は、非物質的で、時間差を含み、
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隔地間交換の場合もあり、価値の確認は相互に主観的なもので、制度化自体
が困難である。しかし、貨幣的な第三者が介在して、贈与交換の対象となる
価値を客観化すれば、贈与交換自体が制度化され、介在する第三者は、「制
度設定者のレント」を獲得することが可能になる。その場合、価値の認定は、
美的・芸術的対象が交換される場合に、相互主観性の度合いが高まり、贈与
交換に介在して価値認定を行う第三者の、「制度設定者のレント」が発生し、
互換性・相互性を客観化し、相互交換を仲介する場を設定することで、レン
トは増大する。
命題 4　非対称的関係における贈与交換は、贈与する側に一方的な価値規定
権を付与することで、贈られた側に非対称的負担を生じさせる。贈与交換を
非対称的関係のもとで制度化すれば、贈与行為を制度化した側に「制度設定
者のレント」が生じる。
　贈与の持つ相互性・対等性は、返済可能性によって保証されているが、対
等な返済の不可能なことが予測される他者に対する特恵的贈与の制度化は、
両者間に非対称的関係を形成することで、贈与を制度化した主体に「制度設
定者のレント」を発生させる。
命題 5　対等で相互的な贈与交換から非対称な関係が生じる可能性がある。
この場合贈与行為を通じて、一方は、他方により周辺化される。
　贈与行為の対等性は、非対称性に転換される可能性をもつ。贈与交換を通じ
ての中心周辺関係の構築は、「制度設定者のレント」を形成する。
3、小　括――「レントをめぐる範型」の試論にむけて
　贈与は、本来、対価を要求しない非貨幣的関係であるが、一方的あるいは
相互的主観にもとづく不安定な関係を内在させている。このため、その精神
性は物質化され、第三者の介在により制度化される可能性をもつことになる。
　グローバル化のもとで進行する市場制度の再編は、市場機構そのものに反
省を与える契機となった。交換経済の在り方と貨幣の存在理由が問われてい
るのである。贈与に関する考察は、今回は端緒的なものでしかないが、松尾
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秀雄のいうように、贈与経済の延長線上に交換経済が生まれると言う議論は、
なお検討が必要であろう。
　本稿は、これまでの贈与をめぐる先行研究とは異なる観点としての、「制
度化」と言う観点から問題点の整理につとめた。贈与交換のもつ精神性は貴
重だが、ひとたび物質化され制度化されれば、一方的贈与が帯びていた精神
性は雲散霧消する可能性がある。
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